
1 

 

基本仕様書 

 

１ 業務名 

広島城天守倒壊シミュレーション映像化業務 

 

２ 契約期間 

契約締結の日から令和９年３月３１日まで 

 

３ 業務目的 

広島大学及び広島工業大学の研究成果等に基づいて、広島城天守が原爆により倒壊したシミュ

レーション映像を制作し、広島城三の丸歴史館等の展示や平和学習において活用することで、市

民が被爆以前の広島の歴史・文化の理解を深めることを目的とする。 

 

４ 業務内容 

 受注者は、発注者が提供する写真、図面及び文献資料や、広島大学及び広島工業大学から提供

される研究成果を基に、映像制作に必要な業務一式を実施するものとする。 

制作に当たり必要となる出演料、撮影許可申請費用、使用料、機材費その他一切の費用は受託

者が負担するものとする。 

 ⑴ 映像制作 

  ア 企画・構成 

   (ｱ) 広島城天守の歴史的価値について市民理解を促進する内容とすることとし、次の要素

を含めて構成すること。 

    ・ 広島城天守の築城から倒壊に至るまでの概要 

      なお、築城から倒壊までの概要は発注者が提供する写真や資料等を基に協議の上、決

定すること。 

   (ｲ) 発注者、広島大学及び広島工業大学から提供される資料を踏まえ、映像シナリオ、構

成及び絵コンテを作成すること。 

   (ｳ) 誰もが理解しやすい演出及び表現とすること。 

  イ ＣＧコンテンツ制作 

   (ｱ) 広島大学及び広島工業大学による研究成果を基に、広島城天守の倒壊過程をＣＧによ

り可視化すること。 

   (ｲ) 映像表現については、発注者と協議の上、決定すること。 

(ｳ) 広島城天守及び周辺環境（内堀を含めた天守周辺）をＣＧにより表現すること。ＣＧ

の作成に当たっては、ＡＩ使用も可能とする。 

なお、ＡＩ技術を利用する場合は以下の要件を満たすこと。 

・ ＡＩに入力する資料は公開情報のみとする。 

・ 商用利用が可能なサービスを使用すること。 

・ 入力データ及び生成物についての権利（発注者による利用・複製・改変等の二次利

用）及びセキュリティ上問題がないこと。 

・ 入力データがＡＩモデルの学習に利用されない設定又は契約とすること。 

・ 使用するＡＩサービスの名称、利用範囲、入力資料、生成過程及び成果物への反映

内容を記録し、発注者に報告すること。 

・ 使用するＡＩサービスは、米国又は日本製のものに限り、当該分野において、商用

利用として十分な利用実績を有するものであること。 

・ 受注者は、発注者が提供する資料のほか、公開資料その他の客観的資料との照合及

び検証を行い、成果物の正確性及び妥当性を確保すること。 
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     (ｴ) 将来的な再編集及び機器更新にも対応可能なデータを納品すること。 

    ウ ナレーション等 

     (ｱ) 映像内容を補足するナレーション及び効果音を用いて制作すること。 

      (ｲ) 日本語及び英語の字幕及びテロップを挿入し、視認性に配慮すること。 

    エ 形式 

     (ｱ) 本編 

        サイズ：横１９２０×縦１０８０ピクセル 

        データ形式：ＭＰ４ 

        構成：１５分程度 

     (ｲ) 本編ダイジェスト版 

        サイズ：横１９２０×縦１０８０ピクセル 

        データ形式：ＭＰ４ 

        構成：６０秒程度 

オ 著作権 

      成果品の著作権は発注者に帰属する。 

また、各種イベント、本市ホームページ、その他インターネット等で二次利用できる

ものとする。なお、映像の一部のみの使用や再編集等も可とする。 

 前記を考慮し、使用する映像・音楽・小道具等の著作権及び商標権等の知的財産権、

肖像権、個人情報保護などについて、適切に処理すること。 

 受託者は成果物について第三者が有する著作権その他の権利を侵害していないことを

保証すること。また、第三者から著作権その他の権利の侵害等の主張があった場合は受

託者がその責任においてこれに対処し、損害賠償等の義務が生じたときは、受託者がそ

の全責任を負うこと。なお、その場合においては、成果品についても再編集し提出する

こと。 

   ⑵ 協議事項 

    ア 受託者は、発注者、広島大学及び広島工業大学関係者との協議を適宜実施すること。 

    イ 次の段階において、発注者の承認を得ること。 

     ・ 企画構成 

     ・ 絵コンテ制作 

     ・ 中間成果物 

     ・ 完成成果物 

    ウ 関係者（発注者、広島大学及び広島工業大学関係者）会議については、原則３回以上

実施すること。実施方法は対面又はＷＥＢ会議で実施すること。 

 

５ 実施計画書 

    契約締結後１０日以内に業務実施計画書を作成し、発注者の承認を得ること。実施計画書 

には次の事項を記載すること。 

・ 業務実施体制、担当者一覧、制作スケジュール 

 

６ 実施報告書 

    令和９年３月３１日までに次の事項を含めた実施報告書を提出すること。 

   ・ 業務実施内容、制作スケジュール、協議記録、使用資料一覧、成果物一覧 

 

７ 成果物について 

    受注者は、契約履行過程で撮影した画像及び動画は制作素材ごとにリスト化（Excel）

し、全て電子媒体（外付けSSD又はHDD）で次の成果物を２部（正・副）納品すること。 
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８ その他 

⑴ 本業務の実施に当たっては、発注者等との連絡調整を十分に図ること。 

⑵ 発注者は、本業務の成果品を自ら使用するほか、本業務の趣旨に照らして適正と判断され

る場合は、第三者に本業務の成果品の使用を許諾できるものとする。 

⑶ 本業務の実施に当たっての再委託については、次のとおりとする。 

ア 受注者は、業務の一部を第三者に再委託することができる。その場合は、再委託先ごと

の業務内容、再委託先の概要及びその体制と責任者を明記の上、事前に発注者に書面より

報告し、承諾を得なければならない。 

イ 発注者から再委託が承諾されたときは、受注者は再委託先に対して本業務に係る一切の

義務を遵守させるものとする。 

⑷ 本業務の実施に当たっては、労働基準法、労働安全衛生法ほか労働関係法規を遵守すると

ともに従事労働者に係る適正な雇用条件の確保に努めること。 

⑸ 本業務の実施に当たり、知り得た事項、業務内容及び成果等、関係する情報すべてについ

て秘密を厳守し、発注者の了解がなければ一切の他言・公言及び貸与をしてはならない。な

お、本契約の終了後も同様とする。 

⑹ その他、本契約の範囲内において、この仕様書に記載のない事項については、関係者にお

いて協議し、決定する。 

 成果物 納品形式 納品期限 

動画 

本編映像（１５分程度） ＭＰ４ 

令和９年 

３月３１日 

ダイジェスト（本編概要）版 

（６０秒程度） 
ＭＰ４ 

制作素材 画像及び動画、リスト一覧 ＭＰ４及びＪＰＥＧ 


